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活性領域Ⅰ,ネットワークに固有の周期解が現われる領域 Ⅱ (ただし活性は低い ), 不応期
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電通大 ･物工 佐 藤 和 弘
自然界には様々なリズムが観測される｡その中のあるリズムは,周期的な外部摂動によって
同期や引き込みを受けLるし,また固有リズムを持つ多数の素子からなる集団が,素子間の結合
を通してマクロに同期を起こすことも良く見られる現象である｡生体系では脳波,心臓の鼓動,
生体時計,物理系では振動,電気回路,レーザー発振などに多く例を挙げることが出来よう｡
しかしここではやや原理的な興味から,リズム集団の数理モデルを考えて,その系に起こる同
期現象を詳しく調べて見ることにする｡今回紹介する､のは,VandelPol発振子の集団に,
対称で線形の結合を導入した場合である｡基礎方程式は連立常微分方程式
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